
区のマーク
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中央消防署　普通救命講習

 $w$  $t$ 午前１０時～午後1時渇9日蝄＝高宮公民
館渇１５日蝃＝中央消防署 $a$ 市内に住むか通勤
・通学する人 $o$ 各会場先着３０人 $y$ 無料 $p$ 電話
で中央消防署警備課（☎５２４崖１５０１ $q$ ５２６崖３０７９）
へ。

うつ病予防教室

 $w$ 下表のとおり $a$ うつ病ではないかと不安の
ある市内在住者 $t$ あいれふ（舞鶴二丁目） $e$ 区
健康課☎７６１崖７３３９ $q$ ７３４崖１６９０ $o$ 先着４５人 $p$ 電
話で１４日蝂までに同課へ。

認知症予防教室

 $w$ 下表のとおり $a$ 認知症に関心のある区内在
住者 $t$ あいれふ（舞鶴二丁目） $e$ 区地域保健福
祉課☎７１８崖１１１１ $q$ ７７１崖４９５５ $o$ 先着３０人 $p$ 1日
蝃より電話で同課へ。
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詠 ※場所の記載がないものは保健所

（あいれふ5、6階）で実施。費用の記
載がないものは無料。

健康づくり係 ☎７６１崖７３２８

特定健診（メタボ健診）　 $w$ １７日蝅
午前9時～１０時半 $a$ 国民健康保険の
被保険者で受診券のある人 $y$ ５００円 
$p$ 電話で予約
校区がん検診、結核健診　 $w$  $t$ 午前
9時～１１時渇6日蝁＝平尾公民館（胃
がん、子宮けい部がん、結核）渇１６日
蝄＝簀子公民館（胃がん、結核） $a$  $y$ 
右上表のとおり

胃がん検診、乳がん検診、大腸がん検
診、結核健診　 $w$ １７日蝅午前9時～
１０時半 $a$  $y$ 下表のとおり $p$ 胃がん、
乳がん検診は電話で予約

医療安全相談窓口 ☎７６１崖７３２５

医療相談　医療機関に対する相談、
問合せ。 $w$ 月～金曜日（祝日を除く）
午前9時半～１１時半、午後1時～4時
法律相談　 $w$ 第2・第4木曜日。完全

予約制のため電話で事前相談を。　

栄養担当 ☎７６１崖７３２８

栄養相談　乳幼児や高齢者、肥満、高
血圧、高脂血症の人の食事などの相
談。 $w$ １６日蝄午前１０時～正午 $p$ 電話
で予約

企画管理係 ☎７６１崖７３１８

献血にご協力を　 $w$ ２０日蝁午前１０
時～午後3時 $t$ 高宮小学校体育館

地域保健福祉課（区役所2階） 
☎７１８崖１１１１　 $q$ ７７１崖４９５５

母子巡回健康相談　乳幼児の健康、
育児相談。 $w$ 午後1時半～2時受け
付け渇8日蝃＝平尾公民館渇１０日蝅
＝笹丘公民館 

保 健
だより

区保健福祉センター
（保健所）
☎各係直通 q７３４崖１６９０

費用対象受診内容
６００円３５歳以上胃がん
４００円２０歳以上子宮けい部がん※
１,３００円４０歳代乳がん※ １,０００円５０歳以上
５００円４０歳以上大腸がん
無料１８歳以上結核

※は2年度に1回のみ受診可。

参加しませんか

中央区歩こう会
　伊都の田園道を約１０㌔歩いて、周船寺と平
原公園のコスモス園へ。 $w$  
$t$ １９日蝀午前9時１０分にＪ
Ｒ周船寺駅前に集合。雨天
時は２６日蝀に順延 $e$ 同会・
原田（☎８５１崖８８９７） 

みんなの掲示板

　

「
川
の
水
を
き
れ
い
に
し
て

ね
」。
草
ヶ
江
小
学
校
の
西
側

を
流
れ
る
樋
井
川
下
流
域
で
９

月
９
日
、
同
小
と
鳥
飼
小
の
４

年
生
２
２
２
人
が
シ
ジ
ミ
貝
の

放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ジ
ミ
の
放
流
は
、
草
ヶ
江

校
区
自
治
協
議
会
が
毎
年
９
月

３
日
の
「
草
ヶ
江
の
日
」
前
後

に
川
の
清
掃
と
併
せ
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で　

回
１０

目
。
草
ヶ
江
小
の
児
童
は
４
年

生
に
な
る
と
総
合
学
習
で
樋
井

川
に
つ
い
て
学
び
、
こ
の
行
事

に
参
加
し
ま
す
。
５
年
前
か
ら

は
川
の
対
岸
に
あ
る
鳥
飼
小
の

児
童
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
地
域
の
大
人

と
一
緒
に
な
っ
て
、
ビ
ン
や
レ

ジ
袋
な
ど
投
棄
さ
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
ご
み
を
拾
い
川
を
清
掃
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
川
に
、
福

岡
玄
海
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

六
本
松
商
店
連
合
会
か
ら
寄
付

さ
れ
た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
１
０
０

㌔
を
放
し
ま
し
た
。
シ
ジ
ミ
は

水
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を

食
べ
な
が
ら
水
を
ろ
過
す
る
の

で
、
川
の
水
質
浄
化
に
効
果
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

参
加
し
た
草
ヶ
江
小
の
小
松

 
優  
佳 
さ
ん
は
「
い
つ
ま
で
も
川

ゆ
う 
か

遊
び
が
で
き
る
き
れ
い
な
樋
井

川
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
願

い
を
込
め
て
シ
ジ
ミ
を
放
し
て

い
ま
し
た
。

　

シ
ジ
ミ
が
育
つ
川
に

　

地
域
に
昔
か
ら
住
む
お
年
寄

り
に
聞
く
と
「
子
ど
も
の
こ
ろ

は
樋
井
川
で
も
シ
ジ
ミ
が
採
れ

た
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
後
、

川
が
汚
れ
る
な
ど
環
境
の
変
化

か
ら
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
放
流
を
始
め
て　

年
１０

た
っ
た
今
年
、
児
童
た
ち
は
川

で
白
い
シ
ジ
ミ
の
稚
貝
を
見
つ

け
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
梅
津
英
夫
会
長

（　

）は
「
樋
井
川
は
地
域
の
皆

７９さ
ん
の
協
力
で
き
れ
い
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
ぐ
る
み
で
川
を
守
り
、
豊

か
な
自
然
を
次
の
世
代
に
残
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

市
民
グ
ル
ー
プ
「
筑
前
黒
田

家 
文  
書 
を
読
む
会
」
の　

人
が

も
ん 
じ
ょ

３４

古
文
書
１
冊
を 
翻  
刻 （
※
）し
、

ほ
ん 
こ
く

５
月
に
自
費
出
版
し
ま
し
た
。

近
く
中
央
図
書
館
や
市
総
合
図

書
館
、
県
立
図
書
館
な
ど
に
寄

贈
す
る
予
定
で
す
。

　

同
会
は
、
中
央
市
民
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
た
古
文
書
入
門
講

座
の
修
了
生
を
中
心
に
平
成　
１８

年
４
月
に
結
成
。
月
に
２
回
、

黒
田
家
文
書
を
読
む
古
文
書
の

勉
強
会
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

福
岡
藩
の
重
要
な
記
録
で
あ

る
黒
田
家
文
書
は
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
未

翻
刻
で
読
み
に
く
い
た
め
研
究

が
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。

状
況
を
知
っ
た
同
会
は
、
勉
強

会
の
成
果
を
郷
土
史
研
究
に
役

立
て
よ
う
と
、
翻
刻
本
の
制
作

を
企
画
。
お
よ
そ
２
年
か
け
て

１
冊
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

翻
刻
し
た
の
は
「 
慶  
賛  
公  
御 

よ
し 
す
け 
こ
う 
ご

 
滞  
京 
日
記
」（
県
立
図
書
館
所

た
い 
き
ょ
う

蔵
「
黒
田
家
文
書
二
四
六
」）

で
、
幕
末
の
文
久
３
（
１
８
６

３
）
年
、
政
局
安
定
化
を
諸
大

名
と
協
議
す
る
た
め
藩
主
の 
名 
み
ょ
う

 
代 
と
し
て
上
京
し
た
慶
賛
（
後

だ
い

の　

代
藩
主
黒
田
長
知
）

１２
の
京
都
滞
在
中
の
出
来
事

を
記
し
た
も
の
で
す
。

　

同
会
の
天
本
孝
久
代
表

（　

）は
「
郷
土
史
の
新
た

６１な
発
見
に
役
立
て
ば
う
れ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

問
合
せ
は
、
同
会
の
天

本
さ
ん
（
☎
７
１
２
・
０

０
９
１
）
へ
。

　

※
手
書
き
の
古
文
書
を

活
字
化
す
る
こ
と
。

▲（上）きれいに見える川にもいろん
なごみが（下）黒い貝が今回放流した
もの。左２つは樋井川で育ったシジミ
滑清掃した川にシジミを放流

草
ヶ
江

きれいな樋井川を残したい
～川清掃とシジミの放流続け１０年～体育の日スポーツフェスタ

　１３日蝈は体育館利用と用具の貸し出しが
無料です。午後6時まではニュースポーツを
楽しむ広場の開設や体力測定も実施します。
【開館時間】午前9時～午後9時（利用は2時間
以内）。午後6時以降の小中学生の利用には保
護者の同伴が必要です。

１０月は休館日を変更します
　３１日蝅は施設点検のため休館します。２０日
蝁は開館しますので利用してください。

中央体育館
〒８１０崖００４２赤坂二丁目5崖5
☎７４１崖０３０１　 $q$ ７４１崖０６１７

体育の日施設無料開放
　１３日蝈は無料でプールが利用できます。た
だし、ロッカー代３０円は必要です。【開館時
間】午前9時～午後9時（利用は2時間以内）。
午後6時以降の小中学生の利用には保護者の
同伴が必要です。

臨時休館のお知らせ
　１４日蝂～１７日蝅の4日間はボイラー点検の
ため臨時休館します。

中央市民
プール

〒８１０崖００６１西公園１４崖３０
☎７１２崖８０９０　 $q$ ７１２崖８２９８

内容日時
うつ病ってどんな病気？

１３：３０ ～

１５：３０

１７日蝅
ストレスと上手に付き合お
う・うつ病への対応２４日蝅

癒しのセラピー～体験～３１日蝅

内容日時
認知症の基礎知識

１３：３０～

１５：３０

２２日蝃
認知症を予防するには①３０日蝄
認知症を予防するには②
認知症になった時の対処は

１１月
５日蝃

郷
土
史
の
新
発
見
に
つ
な
が
る　
!?

市
民
グ
ル
ー
プ
が
黒
田
家
文
書
を
翻
刻

筑前黒田家文書を読む会の皆さん


